
3．応答関数と伝達関数
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上の図の関係式をラプラス変換して，
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( )sG をこの系の伝達関数(transfer function)と呼ぶ．

この式のラプラス逆変換をとって，
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( )t2出力 q を応答関数と呼ぶ．



応答関数続き

( ) ( )attq −= δ1入力がインパルス応答

( ) ( )[ ]sGeLtq as−−= 1
2このときの応答関数は，

の場合のときである．

(impulse response)

( ) ( )tutq =1入力が の場合のときである．インディシャル応答
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